
融資対象

融  資  額

返済期間

融資利率

融資機関

常時使用する従業員が 商業・サービス業：５人以下   製造業・その他：20人以下　の事業者

1,500万円以内  （これまでは…）　 〈無担保・無保証〉     1,000 万円以内

運転資金　７年以内（据置１年以内） 運転５年以内（据置６ヵ月以内）
設備資金 10 年以内（据置２年以内） 設備７年以内（据置 6ヵ月以内）
   ※元金返済据置期間は、ご希望の期間に設定できます。

年 2.10％　（平成 21年 4月24日現在）
※最新の金利は商工会にご確認下さい！

日本政策金融公庫

拡充

拡充

（　　　　　　　　　　　　　）
◇ マル経融資制度の拡充概要 ◇
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2　青年部女性部連合会総会、定額給付
　  金に合わせ商品券を発行
3　県商工労働部長の抱負、雇用調整助
　  成金制度の拡充、農商工連携の取り
　  組み
4　合併による新商工会がスタート
5　元気な商工会地域づくり事例発表会
6　元気推奨優良店 富山県市長会長賞
　  （おいはら餅店）、景況情報
7　中小企業大学研修ご案内
8　お知らせ、イベント

　

国
や
県
で
は
、制
度
融
資
の
融
資
枠
拡
大
や
返
済
期
間
の
延
長
、

さ
ら
に
融
資
利
率
や
保
証
料
率
の
引
き
下
げ
を
行
い
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
・
県
が

　

 

資
金
繰
り
支
援
強
化

  
借
換
え
で
一
本
化
が
可
能
に

 
◇
マ
ル
経
融
資
制
度

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
極
め
て
厳
し
く
、
資
金
繰
り

も
悪
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

中
、
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け

た
事
業
者
が
融
資
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
無
担
保
・
無
保
証
の「
マ

ル
経
融
資（
小
規
模
事
業
者
経
営

改
善
融
資
制
度
）」に
つ
い
て
、
商

工
会
の
組
織
を
挙
げ
て
政
府
へ
拡

充
の
働
き
掛
け
が
行
わ
れ
、
四
月

十
五
日
よ
り「
経
済
危
機
対
策
」の

一
環
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お

り
で
あ
る
が
、
既
存
の
マ
ル
経
融

資
の
残
高
も
新
規
融
資
で
借
換
え

一
本
化
が
可
能
に
な
る
な
ど
大
幅

な
拡
充
と
な
っ
た
。

 

金
利
と
保
証
料
で
〇・五
％
下
げ

 

◇
県
経
済
変
動
対
策

 　

緊
急
融
資

　

県
で
も
五
月
一
日
か
ら
金
融
機

関
や
保
証
協
会
と
連
携
し「
県
経

済
変
動
対
策
緊
急
融
資
」の
融
資

利
率
を
現
行
の
年
一
・
六
五
％
か

ら
一
・
四
五
％
、
保
証
料
率
を
年

〇
・
八
％
か
ら
〇
・
五
％
に
引
き
下

げ
た
。

　

対
象
は
最
近
三
か
月
の
平
均
売

上
高
減
少
率
や
平
均
売
上
総
利
益

率
が
前
年
同
期
比
三
％
以
上
減
少

し
て
い
る
中
小
企
業
な
ど
。
融
資

限
度
額
八
千
万
円
で
融
資
期
間
は

七
年
以
内
。
実
施
期
間
は
二
十
二

年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

商工
春
秋
▼
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
が
明

け
る
と
、
新
入
生
・
新
入

社
員
に
多
く
み
ら
れ
る
五
月
病
や

六
月
病
の
季
節
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
▼
五
月
病
は
、
病
名
で
は
な
く
、

医
学
的
に
は「
適
応
障
害
」と
さ
れ
、

環
境
変
化
等
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
、

自
身
の
限
界
を
超
え
た
時
、
眠
れ

な
い
・
疲
れ
や
す
い
・
食
欲
が
な

い
等
の
体
調
変
化
や
、イ
ラ
イ
ラ
・

無
気
力
感
・
不
安
感
等
の
精
神
的

変
化
が
症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、

誰
も
が
罹
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

長
引
か
せ
る
と「
う
つ
病
」へ
発
展

す
る
事
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
い

段
階
に
、
正
し
い
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
早
期
に
対
処
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
早
く
治
る
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
▼
社
会
も
十
五
年

以
上
続
く
不
況
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
か
の
よ
う
に
起
こ
っ
た
、
昨

秋
か
ら
の
世
界
不
況
に
よ
り
、
生

活
者
の
心
理
は
、
凍
て
付
く
ば
か

り
で
す
が
、「
戦
後
の
日
本
を
世

界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
し
た
原

動
力
は
、
後
先
を
考
え
な
い
、
超

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
だ
っ
た
」と
言

う
説
も
あ
り
、
開
き
直
り
と
前
向

き
な
明
る
さ
が
、
今
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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●
行
政
と
の
連
携

　

今
回
の
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム

部
分
に
つ
い
て
は
各
商
工
会
が
行

政
と
連
携
を
図
り
、
そ
の
支
援
を

受
け
て
い
る
。
小
矢
部
市
、
南
砺

市
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
二
十
％

と
な
っ
て
い
る
。

●
商
店
街
と
の
連
携

　

小
矢
部
、
津
沢
商
工
会
で
は
地

域
内
の
二
つ
の
商
店
街
と
連
携
を

図
り
商
店
街
カ
ー
ド
で
ポ
イ
ン
ト

三
倍
企
画
を
実
施
。

　

立
山
舟
橋
商
工
会
で
は
、
カ
ー

ド
会
が
十
％
還
元
セ
ー
ル
、
ポ
イ

ン
ト
二
倍
企
画
を
実
施
。

　

射
水
市
商
工
会
で
は
、
商
工
会

員
の
事
業
所
で
商
品
券
を
利
用
し

た
場
合
に
は
、
宝
く
じ
方
式
の
抽

選
券
を
進
呈
。

　

入
善
町
商
工
会
で
は
、
商
品
券

購
入
時
に
夏
祭
り
の
抽
選
券
を
配

布
。

●
消
費
者
の
購
入
利
便
に
配
慮

　

合
併
し
た
商
工
会
で
は
地
域
が

広
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
商
品

券
の
販
売
所
を
合
併
前
の
全
地
域

に
設
置
し
、
消
費
者
が
商
品
券
を

購
入
し
や
す
い
よ
う
配
慮
。

●
混
乱
に
備
え

　

小
矢
部
、
津
沢
商
工
会
で
は
、

商
品
券
購
入
の
際
に
混
乱
が
起
き

な
い
よ
う
に
、
商
品
券
の
事
前
申

し
込
み
を
実
施
。

●
地
域
を
超
え
連
携

　

宇
奈
月
町
、
庄
川
町
商
工
会
で

は
地
域
の
枠
を
超
え
て
商
工
会
議

所
と
連
携
し
な
が
ら
商
品
券
を
販

売
。

●
会
員
に
配
慮

　

庄
川
町
商
工
会
で
は
、
商
品
券

の
換
金
手
数
料
を
会
員
で
あ
れ
ば

二
％
、
非
会
員
で
あ
れ
ば
五
％
と

し
て
い
る
。

●
会
員
獲
得
の
手
段

　

立
山
舟
橋
商
工
会
で
は
、
今
回

の
商
品
券
取
扱
店
舗
を
希
望
す
る

事
業
者
に
会
員
加
入
を
奨
め
組
織

の
拡
充
に
役
立
て
て
い
る
。

　

国
の
景
気
浮
揚
策
の
一
環
と
し
て
、
国
民
全
員
に
給
付
す
る
べ
く
定
額
給

付
金
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

県
下
十
三
商
工
会
の
十
四
地
域
で
は
、
今
回
の
定
額
給
付
金
の
発
行
に
合

わ
せ
て
総
額
十
一
億
円
を
超
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム
（
上
乗
せ
）
商
品
券
が
発
行

さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
商
工
会
で
は
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
、
使
用
期
間
、
商
品
券

発
行
場
所
等
で
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

 

青
年
部
連
合
会

～
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会　

　
　
（
富
山
大
会
）一
致
団
結
で

　
　
　
　
　

 

盛
会
を
目
指
す
～

　

笹
木
会
長
が
挨
拶
で
、
二
年
間

の
県
青
連
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝

の
意
を
述
べ
た
。

　

青
年
部
生
誕
の
地
で
あ
る
富
山

県
で
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
は
意
義
深
く
、
青

年
部
員
が
一
致
団
結
し
て
運
営
に

当
た
る
こ
と
な
ど
を
事
業
計
画
に

掲
げ
採
択
し
た
。
ま
た
、
議
事
終

了
後
、
岡
本
喜
憲
さ
ん（
富
山
市

八
尾
山
田
）に
対
し
柳
川
賞
の
表

彰
授
与
が
行
わ
れ
た
。

 

女
性
部
連
合
会

～
豊
か
な
地
域
づ
く
り
～

　

夏
野
会
長
が
「
女
性
部
の
合
併

も
す
す
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

事
業
活
動
を
期
待
し
た
い
。
県
女

性
連
も
女
性
ら
し
さ
を
事
業
に
取

り
入
れ
積
極
的
に
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」と
挨
拶
。

　

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
で

は
、
①
豊
か
な
地
域
づ
く
り
②
環

境
問
題
へ
取
り
組
む
③
地
域
資
源

活
用
、
以
上
三
つ
の
推
進
に
努
め

る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
終
了
後
、
両

部
の
新
執
行
部
を
代
表
し
て
宮

　
富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会（
笹
木
隆
司
会
長
）と
同
女
性
部
連
合

会（
夏
野
麗
子
会
長
）の
平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
会
が
四
月
二
十
七

日
、
県
下
の
両
部
員
約
百
六
十
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
青
年
部
連
合

会
長
に
宮
窪
大
作
さ
ん（
新
、
庄
川
町
）、
女
性
部
連
合
会
長
に
夏
野
麗

子
さ
ん（
再
、
射
水
市
）を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

窪
・
夏
野
両
会
長
が
就
任
挨
拶
を

行
っ
た
。
こ
の
後
、
来
賓
の
石
澤

義
文
県
商
工
会
連
合
会
会
長
、
柴

雅
棋
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
長
よ

り
、「
青
年
部
全
国
大
会
を
青
年

部
女
性
部
が
協
力
し
、
富
山
県
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

富山県商工会
青年部連合会

会長
宮 窪 大 作

激励の挨拶をする石澤会長

  《
新
執
行
部
》

【
青
年
部
】

会　

長　

宮
窪 

大
作（
庄
川
町
）

副
会
長　

堺　

 

広
次（
上
市
町
）

　

〃　
　

田
中 

幸
一（
富
山
市
南
）

　

〃　
　

串
田 

有
弘（
射
水
市
）

　

〃　
　

林　

 

紀
孝（
南
砺
市
）

【
女
性
部
】

会　

長　

夏
野 

麗
子（
射
水
市
）

副
会
長　

小
柳 

博
美（
宇
奈
月
町
）

　

〃　
　
富
永
す
み
子（
富
山
市
南
）

　

〃　
　
徳
永
た
つ
子（
射
水
市
）

　

〃　
　

長
谷 

節
子（
南
砺
市
）

富山県商工会
女性部連合会

会長
夏 野 麗 子
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富山県
商工労働部長

柳 野 隆 之

　

こ
の
た
び
商
工
労
働
部
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
重
責
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、
誠
心

誠
意
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
下
の
経
済
情
勢
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
県
産

業
の
底
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
こ

の
難
局
も
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
の
中
小
企
業
は
、
県
内
企

業
の
大
宗
を
な
し
て
お
り
、
本
県

産
業
の
活
性
化
に
は
、
何
よ
り
も

中
小
企
業
の
経
営
安
定
と
振
興
が

大
変
重
要
で
す
。

　

皆
様
方
と
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
、
雇

用
の
確
保
安
定
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
田
全
国
連
専
務
理
事
来
訪

農
商
工
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関
係
者
と
対
談

　

四
月
二
十
三
日
に
農
商
工
連

携
事
業
認
定
を
受
け
た
宇
奈
月

麦
酒
館
を
寺
田
範
雄
全
国
商
工

会
連
合
会
専
務
理
事
が
訪
問

し
、
大
橋
聡
司
宇
奈
月
ビ
ー
ル

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
、

上
坂
實
黒
部
市
ビ
ー
ル
麦
生
産

組
合
長
、
濱
田
浩
志
宇
奈
月
町

商
工
会
長
と
対
談
を
行
っ
た
。

　

対
談
の
中
で
は
、
宇
奈
月

ビ
ー
ル
株
式
会
社
の

現
状
、
オ
ー
プ
ン
当

初
の
様
子
、
農
商
工

連
携
事
業
に
取
り
組

む
ま
で
の
経
緯
、
黒

部
市
ビ
ー
ル
麦
生
産

組
合
か
ら
は
、
そ
も

そ
も
宇
奈
月
町
（
当

時
）
の
風
土
で
は
栽

培
し
に
く
い
と
言
わ

れ
た
、
二
条
大
麦
を

安
定
し
た
品
質
と
反

収
を
得
る
ま
で
の
苦

労
話
、
宇
奈
月
町
商

工
会
か
ら
は
、
宇
奈

月
ビ
ー
ル
株
式
会
社

の
設
立
か
ら
今
日
ま
で
の
係
わ

り
や
、
今
回
の
農
商
工
連
携
事

業
の
計
画
策
定
に
向
け
た
支
援

等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
話
が
あ

り
、
終
始
対
談
は
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
進
ん
だ
。

　

こ
の
対
談
の
内
容
は
六
月
発

行
の
「
月
刊
商
工
会
」
で
紹
介

さ
れ
る
予
定
。

農商工連携の取り組みについて対談

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
が
更
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

k
労
働
者
の
解
雇
な
ど
を
行
わ
な
い
場
合
に
、
助
成
率
を

　

上
乗
せ
し
ま
す
。

・
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
で
は
、
三
年
間
で
三
〇
〇
日
を
支
給

限
度
日
数
と
し
て
、
休
業
手
当
相
当
額
の
四
／
五
（
解
雇
な
ど
を
行
わ

な
い
場
合
は
、
九
／
十
。
教
育
訓
練
を
行
う
場
合
は
、
一
人
一
日
六
千

円
加
算
）
を
支
給
し
ま
す
。

k「
残
業
削
減
雇
用
維
持
奨
励
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

・
残
業
を
大
幅
に
削
減
し
、
労
働
者
の
解
雇
な
ど
を
行
わ
な
い
場
合
に
、

雇
用
が
維
持
さ
れ
た
以
下
の
労
働
者
一
人
当
た
り
以
下
の
額
を
支
給

し
ま
す
。(

有
期
契
約
労
働
者
：
三
〇
万
円
／
年
、
受
け
入
れ
て

い
る
派
遣
労
働
者
：
四
五
万
円
／
年
）

※
詳
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
局
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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は
「
合
併
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス

タ
ー
ト
。
地
域
の
経
済
発
展
と
活

性
化
に
寄
与
す
る
た
め
に
全
力

で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
た
い
。」
と

あ
い
さ
つ
。
橘
高
岡
市
長
か
ら

の
祝
辞
が
あ
り
新
商
工
会
名
の

銘
板
除
幕
も
行
わ
れ
た
。
会
員

数
は
一
、一
二
六
名
。

　

福
光
・
福
野
・
井
波
・
城
端
・

井
口
・
五
箇
山
・
利
賀
村
の
七
つ

の
商
工
会
が
合
併
。
新
商
工
会
名

の
看
板
が
事
務
所
入
口
に
掛
け
ら

れ
た
。
西
村
亮
彦
新
会
長
は
「
今

後
は
緊
張
感
と
一
体
感
を
持
っ
て

仕
事
に
取
り
組
む
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
会
員
企

業
や
商
店
な
ど
の
期
待
に
こ
た
え

る
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い

さ
つ
。
会
員
数
は
二
、三
七
九
名
。

　

立
山
町
と
舟
橋
村
の
二
商
工
会

が
合
併
。
式
に
は
行
政
や
両
商
工

会
の
関
係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席

し
、
青
木
正
新
会
長
が
「
新
商
工

会
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
。
行
政
区
が
異
な
る
地
域
の
県

内
始
め
て
の
合
併
と
な
る
が
、
両

地
域
の
商
工
業
の
発
展
や
地
域
振

興
に
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
両
町
村
の
関
係
者
に
よ

る
新
商
工
会
名
の
銘
板
除
幕
が
行

わ
れ
た
後
、
玄
関
前
に
真
新
し
い

標
札
が
掛
け
ら
れ
た
。
ま
た
舟
橋

立
山
町
長
・
金
森
舟
橋
村
長
ら
か

ら
祝
辞
が
あ
り
新
商
工
会
誕
生
を

祝
っ
た
。
会
員
数
は
七
三
五
名
。

　

大
沢
野
細
入
・
婦
中
町
・
大
山

の
三
商
工
会
が
合
併
。
野
村
正
也

新
会
長
は
「
会
員
事
業
者
へ
の
経

営
支
援
を
徹
底
し
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
式
に
先
立

ち
同
商
工
会
関
係
者
ら
に
よ
り
本

部
と
な
る
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
の
正
面
玄
関
前
に
設
置
さ
れ

た
銘
板
除
幕
が
行
わ
れ
た
。
会
員

数
は
一
、五
〇
八
名
。

　

水
橋
・
和
合
・
呉
羽
の
三
商
工

会
が
合
併
。
田
畑
宏
継
新
会
長

は「
会
員
企
業
へ
の
巡
回
を
通
じ
、

規
模
は
大
き
く
な
っ
て
も
身
近
な

商
工
会
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
商
工

会
館
に
取
り
付
け
ら
れ
た
新
商
工

会
名
の
銘
板
除
幕
が
行
わ
れ
た
。

会
員
数
は
一
、二
七
七
名
。

　

戸
出
・
中
田
・
福
岡
町
の
三
商

工
会
が
合
併
。
石
澤
義
文
新
会
長

新商工会名の標札設置

あいさつをする石澤新会長

　

四
月
一
日
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
五
商
工
会
で
そ
れ
ぞ
れ
銘
板

の
除
幕
な
ど
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

銘板除幕風景

銘板除幕風景

新商工会名の看板の前にて
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県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文

会
長
）、
同
青
年
部
連
合
会
（
笹
木

隆
司
会
長
）、同
女
性
部
連
合
会（
夏

野
麗
子
会
長
）
は
三
月
二
十
四
日
、

富
山
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
元
気
な
商
工
会
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開

催
し
た
。
本
事
業
は
、
平
成
十
八

年
度
よ
り
県
の
支
援
を
受
け
て
実

施
し
た
提
案
公
募
型
事
業
で
あ
り
、

事
例
発
表
会
と
し
て
も
三
度
目
の

開
催
。
平
成
二
十
年
度
は
新
規
性
、

独
創
性
に
あ
ふ
れ
る
事
業
と
し
て

六
事
業
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
映

像
を
用
い
て
事
業
成
果
等
に
つ
い

て
発
表
を
行
っ
た
。

　

県
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
の
善
田

裕
課
長
補
佐
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
発

表
に
つ
い
て
「
地
域
の
特
徴
を
活

か
し
青
年
部
・
女
性
部
の
行
動
力

と
発
想
力
で
来
年
度
も
独
自
性
あ

ふ
れ
る
事
業
の
提
案
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
講
評
が
あ
っ
た
。

上
市
町
商
工
会
青
年
部

●
十
九
年
度
に
引
き
続
き
二
度
目

の
実
施
。
自
動
車
か
ら
出
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
削
減
の
た
め
、

県
の
実
施
す
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣

言
者
を
新
川
地
区
等
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践

方
法
を
紹
介
。
二
百
十
一
名
の
宣

言
者
を
募
集
し
た
。

八
尾
町
商
工
会
青
年
部

●
八
尾
町
の
地
域
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
活
用
し

て
発
信
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
取
得
の

た
め
に
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
作
成

し
駅
な
ど
の
公
共
機
関
等
に
設
置

し
た
。
青
年
部
の
家
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
新

鮮
な
情
報
を
提
供
す
る
。

　

小
矢
部
商
工
会
女
性
部

●
十
九
年
度
に
引
き
続
き
二
度
目

の
実
施
。
縄
文
の
街
お
や
べ
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
実
施
し
た
暖
簾
の
染

め
物
を
、
二
十
年
度
は
マ
イ
バ
ッ

ク
へ
発
展
さ
せ
、
小
学
生
と
一
緒

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
ク
の
作

成
を
行
い
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
お
や
べ
マ
イ

バ
ッ
ク
推
進
運
動
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　

城
端
商
工
会
青
年
部

●
年
配
の
観
光
客
の
多
い
城
端
に

若
者
も
引
き
つ
け
よ
う
と
「
恋
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
。
新
た
な
恋
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
鐘
や
な
で
石
を

設
置
し
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
が
紹
介
す
る
散
策
マ
ッ

プ
作
成
。
各
種
マ
ス
コ
ミ
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、
城
端
に
新
た
な
散

策
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出
し
た
。

　
　
　
　

庄
川
町
商
工
会
青
年
部

●
庄
川
の
観
光
資
源
を
県
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
絵
は
が
き
を
活

用
。
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、

絵
は
が
き
を
作
成
し
た
。
地
区
内

の
旅
館
や
小
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
販
促
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

や
、
県
外
の
方
へ
の
お
礼
状
な
ど

と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
、
庄
川

町
の
魅
力
を
発
信
。

　
　
　
　

利
賀
村
商
工
会
青
年
部

●
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
か

ら
利
賀
村
へ
の
入
り
込
み
客
の

増
加
を
目
指
し
、
里
山
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
作
成
し
冬
の
利
賀
を
雪

と
食
を
テ
ー
マ
に
中
京
圏
に
Ｐ
Ｒ

し
た
。

マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
で

　
　
　
　
　
　

地
域
づ
く
り

庄
川
の
魅
力
を

　
　
「
絵
は
が
き
」
で
Ｐ
Ｒ

中
京
圏
か
ら
の
観
光
客
集
客

大
作
戦
～
冬
の
利
賀
（
山
奥

の
恵
み
の
お
も
て
な
し
）

元気
な

事例発表風景

「
恋
」
を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　
　

交
流
人
口
創
出

事例発表会に出席する
青年部・女性部員ら

未
来
へ
向
け
て
の

　
　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で

　
　
　
　
　
　

情
報
発
信
！
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商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

企業の繁栄に
特別増強運動展開中!

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

　

県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め

た
一
月
～
三
月
期
の
景
気
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商
工
会
地

域
中
小
企
業
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

（「
好
転
」―

「
悪
化
」
企
業
割
合

の
差
）
は
、
前
回
調
査
よ
り
更

に
悪
化
し
、
全
体
と
し
て
マ
イ

ナ
ス
六
一・七
㌽
と
な
っ
た
。
業

種
別
で
は
製
造
業
が
二
四・九
㌽

低
下
の
マ
イ
ナ
ス
七
一・〇
、
建

設
業
は
九・七
㌽
低
下
の
マ
イ
ナ

ス
六
一・六
、
小
売
業
は
二・一
㌽

低
下
の
マ
イ
ナ
ス
五
八・三
、サ
ー

ビ
ス
業
は
九・五
㌽
低
下
の
マ
イ

ナ
ス
五
八・三
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
次
期
（
四
月
～
六
月
）

に
つ
い
て
は
、
更
な
る
悪
化
を
予

測
し
て
い
る
。

平成 20 年度商工会元気推奨優良店　富山県市長会長賞

お客様に安全、安心で喜んで
頂けるものを作りたい

　昭和２３年、生原善勝社長の父が現在地（高岡市福岡町
小伊勢領）で創業して現在に至っている。創業以来、手作り
自然の味で多くの顧客に支持されている。
　事業を立ち上げた当初は、餅やかきもちの販売が中心で
あったが、現在では地元産の素材にこだわった和洋菓子も
手がけており、数多くの商品を販売している。
　毎日、美味しいお菓子を買い求めようと県外からも広くお
客様が来店する。
　生原社長は、「今後も自然で安全、安心でお客様に喜んで
いただけるものを作っていきたい」と思いを語る。
◎安全、安心へのこだわり、地産地消の推進
　当社は、お客様に安全、安心で美味しいお菓子を楽しん
でいただけることをモットーにしている。原材料は、もち米
についても自家生産したものを中心に使用しており、無添加
で、まちがいのない素材を吟味して使っている。
　また、地産地消に積極的に取り組んでおり、その中で、か
きもち、笹餅は、富山県ふるさと認証食品（Ｅマーク）に認
定されている。富山県産１００％でお客様に喜んでもらえる
商品を提供している。
◎産業観光、地域振興への取り組み
　平成１８年夏に新店舗（工場併設）としてリニューアルオー
プンした。

　店内は、お客様にゆっくり商品を選んで、くつろいで過ご
して頂けるよう無料飲み物コーナーや庭園を眺めることので
きる休憩処も用意されている。
　「美味しいお菓子をどのように作っているかお客様にあり
のまま全部見ていただきたい」と生原社長は、お客様に対し
て工場見学ツアーを実施している。
　近年は、産業観光にも力を入れており、週末には県内外か
ら大型バスがやってきて大変賑わっている。
　また当社は、県内外の物産展にも広く出店しており、富山
県や北陸のＰＲを率先して実施している。
　地元高岡市は、今年開町４００年を迎える記念の年である
が、開町４００年記念事業にも協賛しており、記念キャラクター
「利長くん」のお菓子も作って街を盛り上げている。
◎お客様第一の社訓
　当社は、創業以来お客様第一を貫いている。
　毎朝、全従業員を前に朝礼を行っており、お客様に喜んで
頂けるお菓子を作ろうと、衛生管理や、お客様への接客マ
ナー等、全員確認の上、徹底
して行っている。
　「創業６０年、今後もお客様
第一の商売を貫いていきたい」
と生原社長は意気込んでいる。

おいはら餅店　店主　生 原 善 勝 
住所／高岡市福岡町小伊勢領 77　電話／ 0766-64-3500　営業時間／午前 7 時～午後 6 時　定休日／毎週水曜日午後

一｜

三
月
期
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～経営環境の変化に対応できる経営者・管理者を目指して～
●長期コース　経営後継者・幹部養成研修カリキュラム

平成21年度　富山県中小企業大学：研修ご案内平成21年度　富山県中小企業大学：研修ご案内

●短期コース　研修カリキュラム

　　 11：00

13：00～19：00

  9：30～16：30

  9：30～16：30

  8：30～16：00

  9：30～16：30

  9：30～16：30

  9：30～16：30

  9：30～16：30

13：00～19：00

  9：30～16：30

  9：00～21：00

  8：30～16：00

7月 7日（火）

8日（水）

9日（木）

14日（火）

15日（水）

22日（水）

23日（木）

８月18日（火）

19日（水）

25日（火）

26日（水）

９月11日（金）

12日（土）

管
理
能
力

財
務
管
理

販
売
管
理

財
務
管
理

総
合
研
修

13：00～18：30
18：30～20：30

経
営
基
本
管
理

労
務
管
理
経
営
基
本
管
理

自己紹介、説得力の向上と
　コミュニケーションのとり方

13：00～19：00

  9：30～16：30

13：00～19：00

  9：30～16：30

13：00～19：00

  9：30～16：30

13：00～19：00

  9：30～16：30

13：00～18：30

  8：30～16：00

  9：00～15：30

16：00～17：00

９月24日（木）

25日（金）

10月6日（火）

7日（水）

27日（火）

28日（水）

11月５日（木）

６日（金）

17日（火）

18日（水）

25日（水）

変革期に求められる
　リーダーの考え方・役割

部下の指導・育成のすすめ方

問題発見と解決法
交流会　　　　　（宿泊研修）
現状分析と課題設定
　～自己目標設定と行動計画の策定～
経営に生かす知的所有権
　～特許・商標のとり方・生かし方～

知っておきたい税務知識あれこれ

これだけは知っておきたい法律知識
　～契約、手形、小切手、債権、債務、担保～
変貌する環境とリスクマネジメント
　～リスクを見直して強い社内体制づくり～

日本型成果主義賃金・人事評価の
　 確立をめざして

　目標達成のマネジメントと人材マネジメント

マネジメントゲーム
　～模擬経営体験～
　　　　（宿泊研修）（電卓持参）

開講式・オリエンテーション

期　日 時　間 研修科目 期　日 時　間

1．期待される女性リーダーの役割
2．職場におけるコミュニケーション
3．チームメンバー指導育成のためのリーダーシップ
4．問題解決の進め方
5．アクションプランの作成

職場リーダー
実力養成コース

女性リーダーの
ためのステップ
アップ講座

6月16・17日
（２日間）

1．激変する熾烈な販売環境で成果を上げられる営業管理者
　とは
2．チームと部下の営業パワーを最大化するセールスマネジメ
　ントを徹底する
3．パワフルな営業チームを作る現場指導力の発揮と効果的
　な現場整理の進め方
4．やる気を引き出すコミュニケーション力の強化と燃える部
　隊づくり
5．チームと部下の営業力をアップさせるセールスコーチング
　スキルの習得と活用
6．営業部隊・営業担当者の目標を達成させるリーダーシップ
7．変革できる営業管理者になる

販売力
強化コース

パワフルな営
業部隊のつく
り方

7月29・30日
8月5・6日
（4日間）

主な内容日　程コース名及び研修テーマ

※日程・内容等については、講師等の都合により、 多少変更
　する場合がありますので、 あらかじめご了承下さい。

※・生産管理コース（9月）

　・営業力強化コース（10月）

　・経営者コース（10月）

　　については7月（8月1日発行）にて

　・生産性向上コース（2月）

　・経営戦略コース（2月）

　　については11月（12月1日発行）にて

　　詳細をお知らせします。

富山県商工会連合会
　　　　広域指導課

＜お問い合せ先＞

住所／富山市赤江町１番７号
TEL ／ 076（441）2716
FAX ／ 076（433）8031
ＵＲＬ／ http://www.shokoren-toyama.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　　/̃daigaku/

経営把握のための計数管理
　利益計画・資金計画・原価管理・
設備投資計画の立て方（電卓持参）

財務分析の手法とその活用法
　（財務管理の基礎）
　～ケーススタディ～

新時代のマーケティングと販売管理
経営戦略の立て方と顧客満足経営

経営戦略計画の策定
　～ケーススタディ～

経営実態・自社経営分析
　～ケーススタディ～
  （宿泊研修）

研修成果と行動プラン策定、まとめ
　～創造性を生かした企画・提案書のまとめ方～
修了式
懇談会

研修科目

1．日本型成果主義賃金・人事評価制度の確立をめざして
　 　能力・成果主義賃金の設計と運用
　 　人事評価システムとコンピテンシー
2．目標達成の人材マネジメントと組織活性化
　 　目標達成のためのやる気の創出と組織活性化
　 　OJTの進め方と自己革新目標達成計画の作成・実行

人材・組織
活性化コース

成果主義時代
の人材マネジ
メントと組織
活性化

８月25・26日
（２日間）

経営後継者・
幹部養成コー
スと合同研修
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＜実施企業のメリット＞
●自社のニーズに合致した人材の育成・確保が可能です。

●国の助成制度の活用により、訓練経費などの負担軽減
　が図られます。

●イメージの向上が図られます。

●自社の人材育成・研修体制の構築に役立つとともに、
　担当社員の指導力向上が期待できます。

お問合せ先
富山県地域ジョブ・カードセンター（富山商工会議所内）

　TEL 076－423－7050

　ジョブ・カード制度は、職業能力形成の機会に恵まれ
ない（正社員経験の少ない）人などが所定の訓練を積み、
その結果をその他の職歴や教育訓練歴、資格取得などの
情報と一体的に「ジョブ・カード」にとりまとめ、常用雇用
を目指した就職活動に活用する制度です。

　特定製造業務に係る労働者派遣の
「2009年問題」とは、派遣労働者を受入
れることができる期間に関する問題です。

～３年経過したら直接雇用に～

製造業派遣の「2009年問題」への
適切な対応について

製造業派遣の「2009年問題」への
適切な対応について

製造業派遣の「2009年問題」への
適切な対応について

◆詳しい内容、相談は、
富山労働局職業安定部需給調整事業室
（TEL 076－432－2718）までお問合せください。

などの対応が必要となります。

派遣受入期間の制限を受ける日
が到達した場合

派遣受入期間の制限を受ける日
が到達した場合

①派遣労働者の受入を終了する。

②引き続き派遣労働者を使用したい
　場合は、その労働者を直接雇用する。　

年齢にかかわりない募集・採用を！年齢にかかわりない募集・採用を！年齢にかかわりない募集・採用を！
～雇用対策法の改正をご存じですか～～雇用対策法の改正をご存じですか～

　労働者一人一人に、より均等な働く機会が与えられるよ
う、雇用対策法が改正され、募集・採用における年齢制
限が禁止されています。（平成19年10月1日から施行）

詳細につきましては、富山労働局または最寄りのハロー
ワーク（公共職業安定所）におたずねください。

＜改正の内容＞
◇労働者の募集及び採用の際には、原則として年齢を
　不問としなければなりません。

◇この年齢制限の禁止は、公共職業安定所を利用する
　場合をはじめ、民間の職業紹介事業者、求人広告な
　どを通じて募集・採用する場合や事業主が直接募集・
　採用する場合を含め、広く「募集・採用」を行うに
　当たって適用されます。

利用料無料
登録不要

を利用しませんか
経営自己診断システム経営自己診断システム

URL  http://k-sindan.smrj.go.jp

自社の財務状況を同業他社の大量データ
と比較 !

自社の業種を選択し、財務データを入力
するだけの手軽な操作性！

指標などの用語解説も充実！

※社名等の特定情報の入力が必要なく、利用者自身の
　経営診断以外の用途に使用されることはありません。

即時に財務上の
問題点が
把握できます。

貴社の財務データを入力するだけで、

＜お問合せ＞
独立行政法人 中小企業基盤整備機構
　新事業支援部 創業・ベンチャー支援課
　　　　　　　　　　　 ☎03-5470-1564

―富山県よりお知らせ――富山県よりお知らせ―

がんばる商店街支援事業費補助金がんばる商店街支援事業費補助金がんばる商店街支援事業費補助金

（１）核店舗再生支援事業

　生鮮食料品店や日用雑貨品店など、商店街で集客の核となる店舗の再生を支援

　・補助率：県1/3以内　市町村1/3以内　計2/3以内

　・補助限度額：県と市町村合計で２,０００万円

　・補助対象者：民間事業者、協同組合、商工会、商工会議所等

（２）重点支援事業

　独自の活性化プランの実行に対して支援

　・補助率：県1/3以内　市町村1/3以内　計2/3以内

　・補助限度額：県と市町村合計で４,０００万円

　・補助対象者：協同組合、商工会、商工会議所等

（３）一般事業

　空き店舗活用等のハ－ド事業又はイベント開催等のソフト事業に対して支援

　・補助率：県1/4以内　市町村1/4以内　計1/2以内

　・補助限度額：県と市町村合計で５００万円（ハ－ド事業）

　　　　　　　：　　　　〃　　　２００万円（ソフト事業）

　・補助対象者：協同組合、商工会、商工会議所等

中心商店街の活性化に向けて事業を展開する方々を支援する県の中小商業施策について案内します。

ご不明な点等がございましたら、県商業まちづくり課　☎076-444-3253まで、お気軽にお問い合わせください。

金剛堂山山開き

津沢夜高あんどん祭り

庄川観光祭

花菖蒲祭り

市姫さんど

５／３１（日）

６／５（金）～６日（土）

６／６（土）

６／１４（日）

６／２１（日）

利賀村観光協会

津沢商工会

庄川観光祭実行委員会

小矢部商工会

上市町商工会

0763-68-2527

0766-61-2356

0763-82-1901

0766-67-0756

076-472-0716

イベント名 開 催 日 お問合せ先

６月月各地の

　認定中心市街地以外の地域において、自らの努力と工夫により商店街の活性化や、にぎわい回復に
むけた取り組みを行う商店街組合等を県と市町村が支援

高
品
質
で
美
味
し
い
富
山
米
を
消
費
者
に
届
け
よ
う
!!
「
５
月
10
日
～
15
日
を
中
心
と
し
た

　
　

田
植
え
の
実
施
」
に
ご
協
力
を

経済センサス
※経済センサスは、事業所・企業統計調査などの大規模統計調査の統廃合・簡素・合理化とともに新た
　に創設する調査です。
我が国の経済の基本的構造を明らかにすることを目的としています。
全国すべての事業所及び企業が調査の対象です。ご理解とご協力をお願いいたします。

総務省統計局　富山県（http:www.stat.go.jp/）

基  礎  調  査
平成21年７月１日（水）


